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６  会議の概要  

委員長    それでは、皆さんおそろいですので、ただい

まから自転車安全利用促進特別委員会を開会

いたします。 

      〔傍聴の申込み（１名）を許可〕 

〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕 

委員長    まず、委員会記録の署名委員に、松井  邦人

委員、村上委員を指名いたします。 

本日の協議事項は、今後の進め方についてで

あります。 

前回の本委員会において、これまで検討を重

ねてきた条例（案）について改めて市民生活

部と意見交換を行いました。その中で、条例

の制定について市当局として考えられる課題

を伺ったところであります。 

また、その後の委員間での意見交換の中で、

条例制定の可否等も含めて今後の進め方に関

する御意見が複数ありましたことから、これ

らについては一度持ち帰って検討いただいた

上で、本日の委員会で改めて御意見をお聞か

せいただくこととしておりました。 

それでは、委員の皆さんの御意見をお伺いし
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たいと思います。  

高田 重信委員 自民党会派のうち、本委員会に出席している

メンバーでじっくりと意見交換をさせていた

だきました。その結果を文にまとめてきまし

たので、ちょっと長くなるかもしれませんが

御清聴いただければと思います。よろしくお

願いいたします。  

      自転車事故による高額賠償事例が近年散見さ

れることなどを踏まえ、自転車の安全利用促

進を図りたいとの理由から、条例制定に向け

て、会派として他都市への視察及びこれまで

制定された条例を参考に、文言の調整をはじ

め、関連する市の部局や諸団体との意見交換

等も行いながら、多くの時間を費やしてきた

ところであります。 

そうした経緯の中では、条例制定を望む声も

あったものと認識しており、特別委員会を立

ち上げ、条例制定を目指してきたものであり

ます。 

しかしながら、前回の委員会において当局か

ら指摘された事項は、本条例の核となる部分

であり、その部分を除くことは、条例制定の

趣旨を考えると難しいものと思われます。特

別委員会における検討の過程を踏まえ、自転

車の安全利用促進のための条例の必要性は現
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在も感じているところではありますが、実際

に条例を運用する当局の理解が得られない中

で、今のままの条例を提出することは、市民

の皆さんを混乱させるおそれもあることから、

条例を制定することは大変厳しいものがある

と考えています。  

そうした点を考慮しながら、今後の対応とし

ては、現在策定が進められている自転車利用

環境整備計画において、本委員会でこれまで

条例制定に向けて協議を続けてきた内容を生

かせる項目について、次回の委員会で当局と

協議を行い、その進捗を見極めていくことと

したいと思います。 

      あわせて、富山県自転車活用推進条例につい

て、自転車損害賠償責任保険等への加入義務

化、ヘルメット着用の推進を盛り込むよう、

県議会に対し意見書または要望書を提出いた

したいと思っております。  

      また、市の整備計画が実施される来年度以降、

その成果を検証し、保険加入率やヘルメット

着用率が伸びないときや、県が条例の改正の

検討を行わないときは、改めて本市議会とし

て条例制定を検討したいと考えているところ

であります。 

以上です。御清聴いただきありがとうござい

ました。 
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委員長    ほかの方の御意見も順番に聞いてまいりたい

と思います。 

      それでは、小西委員からお願いいたします。 

小西委員   今ほど高田  重信委員がおっしゃいましたけ

れども、富山市自転車利用環境整備計画が新

しくなり、それから富山県の条例もあるわけ

です。当然、それらを基本にしながらの市条

例ということで考えていたのですけれども、

前回の委員会で市民生活部から大変厳しい御

指摘があったということで、新しくできる計

画も踏まえながら、条例の制定を次の任期に

持ち越したほうがいいのではないかというこ

とを、私たちの会派としては思っております。  

東委員    この件について社会民主党議員会に持ち帰っ

て、議論をさせていただきました。 

      皆さんおっしゃったように、前回の市民生活

部長の指摘というか懸念は、大変厳しいもの

と受け止めております。 

      そういう中で、今後の進め方として、既に保

険加入を義務づけている条例が、埼玉県や兵

庫県など全国の自治体で制定されているとこ

ろもあります。私たちも先日、市民生活部と

の意見交換があったように、こういった自治

体においても、当局と議会の間でのいろいろ
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なやり取りやぶつかりなどあったと思います

ので、どういう経過で、どういう議論を基に

条例が制定されたのか調査する必要があるの

ではないかということが１つです。 

      それと、今ほど小西委員も言われておりまし

たが、新しい計画が来年３月に公表という流

れになっているということで、やはりこの内

容と今私たちがつくろうとしている条例案の

内容との重なりですとか整合性、これをしっ

かりと見て、私たちがつくろうとしているも

のが必要であれば進めていくと。  

お互いの内容をしっかりと調査するといいま

すか、この特別委員会としてそういうことを

行う必要があるのではないかということです。  

そこから改めて条例制定へ進む必要があるの

かどうなのかをまた検討するべきではないか

という結論になりました。  

村上委員   私は以前からこの条例の制定については随分

ブレーキを踏んできたのです。  

去る８月１９日の本委員会で、富山県警察本

部からの参考人の御意見では  私はあえて聞

いたわけです。自転車の安全運行の促進、事

故防止について不足していると思われる法令

及び条文はあるかということをお聞きしまし

たら、それはないというお返事でありました。  
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      それから、市民生活部長にも同じように聞き

ました。こういうような条例や法令があった

らいいと思うものはあるかと、つまり条例が

必要かと聞きましたら、特に考えているもの

はないということを、８月１９日にもう我々

は聞いているわけです。この時点で私は、こ

の条例の制定について必要ないということを

明確に判断した次第であります。  

      それでもなおかつ、条例をつくるということ

であるならば、目的として  条例の目的の最

後に「もって市民が安全で安心に暮らせる地

域社会の実現に寄与することを目的とする」

という言葉を入れて、単に安全  歩行者だけ

ではないということまで含めて、議会として

条例制定を目指すということであればまだ可

能性はあるのかなと思いましたが、これに賛

同する方もあまりいらっしゃらなかったので、

さらにこれはつくる必要がないと、この結論

に変わりはないということであります。 

橋本委員   私といたしましては、市の新しい計画をしっ

かりと見極め、実効性・有効性というものを

検証した上で、議会として補わなければいけ

ないことが何かあれば条例を制定するという

ことも必要なのかもしれませんが、現段階で

は市の新しい計画を見守りたいという考えで
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ございます。 

      ただ１点だけ、市当局側からこの条例に対し

て、市民の負担が大きすぎるという御意見が

ございましたが、保険加入の義務化に関して

は、市民の負担が大きいということはどうい

ったことからなのか、もう少し議論しなけれ

ばならないと思っています。 

      これは、万が一のことが何かあれば、負担が

より大きくなるのはやはり保険未加入のとき

だということで、しっかりと考えなければな

らないと思います。こういったことが市民の

皆さんに何とか浸透していくように、まずは

私たちとしても働きかけていくことが必要な

のかなと。 

      今回は、しばらく見送りという形で進めてい

っていただきたいと思います。  

松井 桂将委員 前回、市当局をお呼びして、計画の素案につ

いては確認できていませんが、部長のお話を

聞くにあたり、やはり条例制定の必要性につ

いて可否があるなというふうに感じています。  

      今ほど言われましたように、来年３月に完成

する新しい計画の素案を見ずして、何を基準

に進めるのかということも踏まえ、また、そ

の上で当局の提案を聞かずして、結論は出せ

ないかなということで、特別委員会としての
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判断、方向性はもう一度  新しい計画におい

て、核となるところ、つまり保険加入をどこ

まで進めることができるのかということを確

認した上で、委員会としてどうするか判断す

べきだと思っております。  

委員長    各会派からの御意見は出そろったと思います。 

      ほかに御意見はありますか。 

村上委員   先ほど高田  重信委員から、今後の在り方と

して県のほうへ提言するというような話もあ

りましたが、それはそれとして、我々がやる

べきことは  県にまず言うのではなくて、自

転車利用活用推進に当たってどのようにすれ

ばいいのかということを、この議論を含めて、

要は足がかり、手がかりにして市に対し提言

するということが議会として必要だと思いま

す。  

      それを、個人がそれぞれで、一般質問という

形でするのか  そういう手段もあります。そ

うではなくて、これまでの議論を踏まえて委

員会として提言するというやり方もあると思

っています。 

条例の制定ではなくて、新しい自転車利用環

境整備計画について、あるいはその施策全般

について委員会として提言するという形もあ
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るのではないかと。 

      県に言うより、むしろ市当局に言うことが先

だと思いますので、そういう検討を始めるほ

うが正しいと私は思います。 

委員長    ほかに御意見はございませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ここまでの皆さんの御意見をまとめますと、

現在策定中の次期自転車利用環境整備計画を

見極めていくという意見もあったと思います。  

      前回の委員会で市民生活部長からは、ホーム

ページで公開しているという発言もありまし

たけれども、今年度に市で策定予定の次期自

転車利用環境整備計画の内容を確認した上で

 今ほど提言はお二人からありましたけれど

も  今後の方向性について改めて決定してい

く必要があるのではないかなというふうに思

います。その後の手法としては、今ほど村上

委員から御提案があったこともあるだろうと

思いますが……。  

      そこで、御相談申し上げます。  

      本委員会の今後の進め方の決定に当たり、ま

ずは次期自転車利用環境整備計画の安全利用

促進に該当する部分の内容を  つまり、この
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特別委員会で議論している条例案に関連する

ものが中心になるかと思いますが  改めて市

民生活部に報告を求めて、それを踏まえて、

例えば市に対する提言など、今後の進め方に

ついて決定をいたしたいというふうに思いま

すが、いかがでしょうか。  

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

高田 重信委員 １つ確認なのですが、今市が策定を進められ

ている次期自転車利用環境整備計画のスケジ

ュール的に大分  来年３月に公表するという

ことですので、市当局における想定時期など

があると思うのです。それと、この委員会の

開催時期との調整も必要だと思います。 

委員長    現在仄聞しているところによりますと、１２

月にパブリックコメントを行われ、来年１月

中に取りまとめに入られるということですの

で、高田  重信委員からも今提案がありまし

たとおり、そのスケジュール感をにらみなが

ら、委員会の開催日程については調整をさせ

ていただきたいというふうに思っております。  

      それでは、今ほど御提案しましたように、次

期自転車利用環境整備計画の安全利用の促進

に該当する部分の内容について市民生活部に
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報告を求め、それを踏まえて改めて今後の方

向性を決定することといたしたいと思います。  

      この後、市民生活部と日程調整を行い、次回

の本委員会において報告を受けたいというふ

うに思っております。 

以上で、本日の協議事項は全て終了いたしま

した。 

次回の開催日程については、先ほど申し上げ

たとおり、調整を行い、正・副委員長で協議

の上、改めて御案内をいたしたいと思います。  

これをもって、本日の自転車安全利用促進特

別委員会を閉会させていただきます。  
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